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[bookmark: _Toc367443430][bookmark: _Toc368051514][bookmark: _Toc368053126][bookmark: _Toc435005946][bookmark: _Toc527099098]本書を理解するために 
PRI報告フレームワークの各モジュールでは、指標の詳しい説明や選択可能なオプションに加えて、どの指標が組織に関連するかを特定するうえで役立つ情報があります。 
トップバー
トップバーには、指標のステータス（必須または自主開示）、指標の目的、関連するPRIの原則など、各指標についての重要情報が表示されています。 
	
	指標のステータス
	目的
	原則

	xxx 01
	必須 
	コア評価
	PRI 2


指標のステータス
	必須
	必須指標は中核的な実務を反映しています。これらの回答は公開されますので、回答を記入してフレームワークに送信することが義務付けられています。

	報告義務 
自主開示
	一部の指標は記入が義務付けられていますが、開示は自由です。これらの指標は、それ以降のどの指標が該当するか、または比較に使用されるかを決定しますが、企業の機密情報を含む場合もあります。

	自主開示
	自主開示指標は代替または高度な実務を反映しています。これらの指標は報告も開示も自由です。


目的
	ゲートウェイ
	[image: ]
	この指標への回答は、組織がモジュール内の他の指標に該当する場合、他の指標を「解除」します。詳細はロジックボックスを参照してください。

	グループ化
	[image: ]
	これらの指標は、評価目的のため同じ特性を持つグループを形成するために使用します。

	コア評価項目
	[image: ]
	これらの指標は評価の基本を形成し、最終的な評価スコアの大部分を占めます。

	追加評価項目
	[image: ]
	これらの指標はより高度な、または代替の実務を表し、スコアに占める割合は小さくなります。

	説明
	[image: ]
	これらは、自由回答形式の指標で、組織の活動を説明することができます。


指標の下部
指標の下には、指標を解釈し、回答するための重要な情報を含む説明や定義があります。ロジックボックスを読み、指標が組織に該当することを確認してください。
	xxx 01
	説明

	xxx 01.1
	報告する可能性がある事例など、サブ指標を理解する方法の指針となります。

	xxx 01.2
	

	ロジック

	xxx 01
	この指標が該当する時、そしてその指標がサブ指標に影響するかどうかを説明しています。ロジックボックスがない場合は指標は常に適用され、他の指標には影響しません。

	評価

	xxx 01
	この指標のパイロット評価アプローチの概要です。

	
	

	xxx 01
	定義

	xxx 01
	指標で使用される具体的な用語の定義を説明しています。
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モジュールの経路 FI 09: テーマ投資 – インパクト評価
FI 15: エンゲージメント方法
スクリーニング戦略の報告

OO FI 01: パッシブ、アクティブ戦略の内訳

FI 04: 適用されているスクリ―ニングのタイプ

FI 05: ネガティブスクリーニング – 概要と合理性

FI 07: テーマ投資 – 概要

FI 08: テーマ投資 – テーマ債券プロセス

FI 10: 統合の概要

FI 11: 統合 – 投資プロセスにおけるESG 情報

FI 12: 統合 – E/S/G問題の検討

FI 13: パッシブファンドへのESG組み入れ

FI 14: エンゲージメントの概要と対象範囲

FI 16: エンゲージメント方針の開示

FI 17: 財務/ESG実績

FI 18: 例: ESG組み入れまたはエンゲージメント
テーマ戦略の報告
統合戦略の報告
アクティブ戦略の報告
パッシブ戦略の報告
OO FI 02: 10%未満資産の報告オプション

OO FI 03: 市場と信用の質の内訳

FI 03: 分析の堅牢性を確保するプロセス

FI 01: 適用されている組み入れ戦略


FI 02: ESG問題と発行体に関する調査 

	

	

FI 06: スクリーニング基準の事例
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[bookmark: _Toc368053127]序文
本モジュールで報告されている情報は、組織内で運用している債券銘柄にRIをどのように適用するかをステークホルダーが理解できるようにすることを目的としたものです。RIは、投資決定、エンゲージメントおよび開示へのESG要因の組み入れを示します。 
運用資産（AUM）の10%以上を債券に自己運用する全てのPRI署名者は、本モジュールへの報告が必須となります。ここには、現金は含まれず、外部の運用会社を利用しない自社による自己運用での投資のみが含まれます。
自社の債券投資において、RIアプローチの適用に何らかの制限がかかる場合は、自由書式の関連指標にその旨説明する必要があります。例えば、行政機関が外国通貨建ての債券または外国から発行された債券への投資に制限を加えている場合などがあります。
この報告モジュールの目的は、債券を、ソブリン/超国家的/機関（SSA）、社債（金融）、社債（非金融）および証券化商品の4つのカテゴリに分類することです。 
詳細は以下、説明します。さらなる分類が必要な場合は、PRIまでお問い合わせ下さい 。
[bookmark: _Toc408837134][bookmark: _Toc417306168]


債券の分類
	報告クラス
	タイプ
	発行体
	詳細

	債券 
	SSA
	超国家的組織
	超国家的組織が発行する債務証券（多国間開発銀行や国際労働組合が発行している債券など）。

	
	
	ソブリン/政府債
	政府が発行する債務証券（あらゆる通貨建ての国債など）。

	
	
	政府機関
	政府機関が発行する債務証券（政府が完全所有する機関の債券など）。

	
	
	地方債 
	都道府県などの地方自治体が発行する債務証券。

	
	社債（金融）
	金融サービス会社
	銀行や保険会社を含む金融サービス会社が発行する債務証券。（御社が銀行部門も営んでいる場合、これには預金や融資などの貸出ポートフォリオ内の資産は含まれません。）

	
	社債（非金融）
	会社
	公開または非公開の非金融会社が発行する債務証券。 
公募債（シニア債または劣後債）、私募債または民間融資、プロジェクトファイナンス、インフラ債を含みます。

	
	証券化商品
	銀行、SPV
	資産プールの裏付けがあり、特別目的事業体が発行する債務証券。 
資産担保証券、不動産担保証券、プロジェクトファイナンス、インフラ債、債務担保証券またはローン担保証券、およびカバードボンドを含みます。




[bookmark: _Toc435005947][bookmark: _Toc527099100]背景
前回の債券モジュールは、署名者が自己運用債券投資に関連した責任投資活動を報告するための任意のパイロットモジュールでした。そこから得られた回答とフィードバックを検討し、署名者との協議も重ねた結果、署名者による債券資産報告で使用される、より詳細で包括的な指標セットを提供するこの新しいモジュールが策定されました。 



改正の概要
債券モジュールは2016年度版から大幅な変更はありません。　データの質や評価を改善するために、若干の修正が行われています。 また、ガイダンスは全体にわたり更新されています。

	2020年 指標 
	改正の概要

	FI 05
	説明を改正しました。
評価方法を明確化しました。

	FI 08
	説明を改正しました。

	FI 09
	説明を改正しました。



モジュールへの変更に関する詳しい概要を見るには、ここをクリックしてください。
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	実施プロセス



	FI 01
	    指標のステータス
必須 

	    目的
ゲートウェイ
	    原則
PRI 1



	FI 01
	指標

	FI 01.1
	以下を記載してください。 
· 組織でアクティブ運用する債券投資について、どのESG組み入れ戦略や組み合わせを使用しているか
· 各戦略が適用されるアクティブ運用債券投資合計の割合（+/- 5%）


	
	ESG組み入れ戦略 
（当てはまるものをすべてお選びください）
	この戦略が適用されるアクティブ債券の割合
　（推定 +/- 5%）

	
	
	SSA 
	社債（金融）
	社債
（非金融）
	証券化商品

	
	 スクリーニングのみ
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	 テーマのみ
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	 統合のみ
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	 スクリーニング + 統合戦略
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	 テーマ + 統合戦略
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	 スクリーニング + テーマ戦略
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	 3つの戦略すべての組み合わせ
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	 組み入れ戦略を適用していない
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	アクティブ運用される債券の合計
	100%
	100%
	100%
	100%

	FI 01.2
	特定のESG組み入れ戦略を選択している理由と、使用する戦略の組み合わせを説明してください。

	
	

	FI 01.3
	補足情報
[任意]

	
	



	FI 01
	説明

	FI 01.1
	この指標は、債券への投資において組織がESG問題をどう考慮しているかについての概要を示せるようにしたものです。活動、戦略、使用されるプロセスについて説明してください。以後の指標では、これらの戦略の対象範囲や戦略の実施方法について具体的な情報を提供できます。
この指標に含まれる事項の例： 
· 使用している主なESG戦略（使用する理由を含む）
· これらの戦略を実行する責任者
· 組織のESG戦略の特徴（地域またはセクターなど）
同一の資産に2つの戦略を採用している場合、適切な組み合わせのオプションを選択してください。例えば、資産の5％についてはスクリーニングのみで、他の資産についてはスクリーニングと統合の組み合わせを採用しているとします。こうした場合には、「スクリーニングのみ」を5%、「スクリーニング + 統合戦略」を残りの95%.として報告してください。 
組み入れアプローチを一切採用しておらず、「組み入れ戦略を適用していない」という選択肢が上場株式資産の100%を占める場合、本モジュールのアクティブ運用上場株式セクションでこれ以上報告する必要はありません。

	FI 01.2
	特定のRI戦略を特定の資産グループまたはすべての債券投資に対して選択している理由を説明できます。ここには、組織内外の特定要因の説明を含めることができます。
ESG組み入れアプローチが発行体のタイプによってどのように変わるのか説明できます。この回答に含まれる事項の例：
· 発行体タイプによって異なるESGデータの情報源と分析
· 発行タイプによって異なるエンゲージメントアプローチ
· 発行体タイプによって異なるESG分析レベル

	ロジック

	FI 01
	[FI 01] は、「アクティブ」 戦略が「組織概要」モジュール [OO FI 01] において報告された場合のみ適用されます。 
[FI 01.1] において全ての債券に対して「組み入れ戦略を適用していない」を選択すると[FI 01.2]は適用されません。
[FI 01.1] は、記載されている戦略を選択したか否かにより、次の指標を呼び起こします。
• 「スクリーニングのみ」は、「実施：スクリーニング」セクション[FI 04 - FI 06]を呼び起こします。
• 「テーマのみ」は、「実施：サステナビリティをテーマとする投資」セクション[FI 07 - FI 9]を呼び起こします。
• 「統合のみ」は、「実施：ESG問題の統合」セクション [FI 10 - FI 12]を呼び起こします。
• 「スクリーニング + 統合」は、[FI 04 - FI 06] および [FI 10 - FI 12]を呼び起こします。
• 「テーマ + 統合」は、[FI 07 - FI 09] および [FI 10 - FI 12]を呼び起こします。
• 「スクリーニング + テーマ」は、[FI 04 - FI 06] および [FI 07 - FI 09]を呼び起こします。
• 「3つの戦略すべて」は、[FI 04 - FI 12]を呼び起こします。
• 加えて、上記の選択肢のいずれも[FI 02 および FI 03]を呼び起こします。
•アクティブ運用上場株式の100%に対して「組み入れ戦略を適用していない」と報告する場合、指標 [FI 04 - FI 12] は適用されません。



	
FI 01
	定義

	PRIの原則1では、投資分析や意思決定プロセスへのESG問題の組み入れについて述べています。報告フレームワークでは、ESGの組み入れとは、投資の意思決定プロセスにおけるESG情報の考慮および使用を意味します。 
報告フレームワークはESG組み入れを行う4つの方法に触れています。
1. スクリーニング
2. サステナビリティをテーマとする投資（環境および社会をテーマとする投資）
3. 統合
4. 上記の組み合わせ
エンゲージメントのアプローチのみが対象で、以上のいずれの戦略にも当てはまらない資産はESG組み入れに含めないでください。

	投資のスクリーニング
	報告フレームワークのスクリーニングには次の3種類の定義があります。
a. ネガティブ/排他的スクリーニング: 特定のESG基準に基づき、特定セクター、企業または実務をファンドまたはポートフォリオから除外する。
b. ポジティブ/業界最高のスクリーニング: 業界の比較対象と比較し、すぐれたESG実績により選択したセクター、企業またはプロジェクトへ投資する。
c. 基準に基づくスクリーニング: 国際的な基準を基に、実務慣行の最低基準に照らし、投資をスクリーニングする。基準に基づくスクリーニングには、以下のいずれかが含まれます。 
1. RI/ESG問題に関連した国際的基準に対する投資先の業績に基づいて投資ユニバースを定義する、または、
2. 調査およびエンゲージメントの後に投資先がこれらの基準を満たしていないことが判明した場合、その投資先を投資後のポートフォリオから除外する。このような基準には、国連グローバル・コンパクトの原則、世界人権宣言、国際労働機関基準、国際連合腐敗防止条約、OECD多国籍企業行動指針などが含まれます。 

	サステナビリティをテーマとする投資
	特にサステナビリティに関連したテーマまたは資産への投資（例：クリーンエネルギー、環境にやさしいテクノロジー、持続可能な農業）。

	ESGの取り込み 
	ESG要因を投資分析および投資判断に明確かつ体系的に取り込むこと。

	これらの定義の詳細については、別の主な定義文書を参照してください。





	FI 02
	    指標のステータス
報告義務
自主開示
	    目的
コア評価
	    原則
PRI 1




	FI 02
	指標

	FI 02.1
	発行体に対する分析の一部として体系的に調査するESG要因を明示してください。

	
		
	SSA
	社債（金融）
	社債（非金融）
	証券化商品

	環境データ
	
	
	
	

	社会的データ
	
	
	
	

	ガバナンスデータ
	
	
	
	




	FI 02.2
	入ってくるESG情報のフォーマットと主な情報源を明示してください。

	
	ESG情報の種類
	この情報の提供者を説明してください

	
	 未調整のESGの企業データ
	 ESG調査提供会社 
 売り側
 組織内 – 専門のESGアナリストまたはチーム
 組織内 – FIアナリスト、PMまたはリスクチーム 
 その他（具体的に記載してください）

	
	 ESG要因固有分析
	 ESG調査提供会社 
 売り側
 組織内 – 専門のESGアナリストまたはチーム
 組織内 – FIアナリスト、PMまたはリスクチーム 
 その他（具体的に記載してください）

	
	 発行体レベルESG分析
	 ESG調査提供会社 
 売り側
 組織内 – 専門のESGアナリストまたはチーム
 組織内 – FIアナリスト、PMまたはリスクチーム 
 その他（具体的に記載してください）

	
	 セクターレベルESG分析
	 ESG調査提供会社 
 売り側
 組織内 – 専門のESGアナリストまたはチーム
 組織内 – FIアナリスト、PMまたはリスクチーム 
 その他（具体的に記載してください）

	
	 国レベルESG分析
	 ESG調査提供会社 
 売り側
 組織内 – 専門のESGアナリストまたはチーム
 組織内 – FIアナリスト、PMまたはリスクチーム 
 その他（具体的に記載してください）

	FI 02.3
	使用されているESG情報を簡単に説明してください。ESG組み入れ戦略全体における情報源の違いを明らかにしてください。

	
	

	FI 02.4
	補足情報 
[任意]

	
	




	
FI 02
	説明

	FI 02.2
	この指標は、どのような種類のESG情報が組織の投資決定に影響を与えているかを報告できるようにすることを目的とし、この情報源に焦点を当てる機会にもなります。例えば、投資家によっては専門的な調査提供会社から直接入手したESGデータを使用していることもあります。あるいは、第三者から購入した調査を補完するために組織内で調査を行い（専門のEGSチームまたはアナリスト、ポートフォリオマネージャー）、この補完した調査を投資プロセスに利用している投資家もいます。または、これを両方行っている投資家もいます。本モジュールの後半の指標では、この調査の質や調査が投資プロセスでどのように使用されるかを説明できます。
異なる情報源の説明
· 未調整のESGの企業データ: 発行体のESG実績に関するデータで、発表した形式のままで、分析や集計がなされていないもの。
· ESG要因に固有のESG分析または格付: 単一の要因（例：人権）の分析、または気候変動などのトレンドやテーマについて分析したもの。
· 発行体および発行レベルESG分析: 発行体および発行についてのESG実績、リスクまたは機会に関する情報を分析または集計したもの。 格付や文字といった測定基準で表現されることがある。
· 発行体レベルESG分析。セクターレベルESG分析または格付: 食品・飲料セクターなど、特定の業界セクターに関連したESG実績、リスクまたは機会を分析または集計したもの。
国関連のESG分析または格付: 各国のESGに関連した法律、政策、基準、実績、リスクまたは機会を分析または集計したもの。

	FI 02.3
	戦略別にESGの情報源を説明してください。投資プロセスに第三者のESG情報を通常使用するかどうか、または、第三者が提供した調査を補完するためにさらに組織内調査を通常実施しているかどうかも記載してください。

	FI 02.4
	このセクションでは、調査を促進する上でどういった行動を取っているかについても説明できます。例えば、以下の場合について説明できます。
· 組織がESG問題を特定し、調査プロバイダーに提案する 
· ESG問題に関する調査に支払う予算を設定する

	ロジック

	FI 02
	[FI 02] は、[FI 01.1]で債券投資に関連してESG組み入れ戦略（スクリーニング、テーマまたは統合）を報告した場合、適用されます。


		評価

	FI 02
	最大スコア: ★6つ
この指標は、[02.1および02.2]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	FI 02.1

	
	FI 01において「組み入れ戦略を適用してない」と回答.
	
	

	
	一つの種類のESG データ
	★
	

	
	二つの種類のESG データ
	★★
	

	
	三つの種類のESGデータ
	★★★
	

	
	FI 02.2

	
	FI 01において「組み入れ戦略を適用してない」と回答.
	
	

	
	一つの種類のESG情報
	★
	

	
	二つの種類のESG情報
	★★
	

	
	三つ以上の種類のESG情報
	★★★
	







	
	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 03
	必須 
	追加評価
	PRI 1



	FI 03
	指標

	FI 03.1
	組織のESG調査プロセスの堅牢性を確保する方法を記載してください。

	
	· 企業の活動ならびに商品および／またはサービスを決定するために総合的なESG調査が内部的に実施されている
· 組織または調査提供会社により、発行体は自身に関するESG調査の見直しを行い、間違いを訂正する機会を与えられている 
· 発行体情報やESG格付けを定期的に更新して、ESG調査の正確性を確保している
· 組織内でESG調査の監査および定期的レビューが体系的に行われている
· 各セクター／国についてのすべての主要ESGリスクおよび機会を含む重要性／持続可能性フレームワークが構築・定期的に更新されている
· その他（具体的に記載してください）______________ 
· 上記のいずれでもない

	F1 03.2
	ESG情報または分析を投資チーム内で共有する方法を記載してください。

	
	· ESG情報は一元化したデータベースで保管され、関連する投資スタッフ全員によってアクセス可能になっている
· ESG情報はフロントオフィス調査プラットフォームで閲覧可能になっている。
· ESG情報は、全発行体の概要、調査ノート、「切り取りページ」などの文書の標準事項になっている
· 投資スタッフは、投資委員会で、発行体のESG情報を標準事項として議論することになっている 
· ESG情報や調査が投資決定にどのように組み入れられたかの記録が取られる
· その他（具体的に記載してください）______________
· 上記のいずれでもない

	FI 03.3
	補足情報
[任意]

	
	






	
FI 03
	説明

	FI 03.1
	この指標は、組織のESG分析プロセスで使用されるデータの質を保証する方法を説明するためのものです。この指標では、組織で作成されたESG情報と、調査提供会社が提供したESG情報を区別しません。

	F1 03.2
	この指標の目的は、ESG情報がどのように債券チームによって使用されるかを説明できるようにすることです。

	FI 03.3
	ここでは、重大なESGリスクと機会、ESG問題を調査するための投資ユニバースに適用するフレームワーク、未調整データを格付けに組み込む方法、または特定発行体についての選択肢の一部としてESG分析をどのように加重するかを説明できます。

	ロジック

	FI 03
	[FI 03] は、[FI 01.1]で債券投資に関連してESG組み入れ戦略（スクリーニング、テーマまたは統合）を報告した場合、適用されます。


	評価

	FI 03
	最大スコア: ★3つ
この指標は、[03.1および03.2]への回答に基づいて評価されます。


	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	FI 04で「組み入れ戦略を適用してない」または
FI 03.1およびFI 03.2で「上記のいずれでもない」
	
	

	
	FI 03.1で二つ選択およびFI 03.2で一つ選択
	★
	「その他」は評価にカウントする選択肢として認められます。 

	
	FI 03.1で三つ選択およびFI 03.2で二つ選択
	★★
	「その他」は評価にカウントする選択肢として認められます。 

	
	FI 03.1およびFI 03.2で四つ選択
	★★★
	「その他」は評価にカウントする選択肢として認められます。 
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	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 04
	必須 
	ゲートウェイ
	PRI 1




	FI 04
	指標

	FI 04.1
	実施するスクリーニングの種類を記載してください。 

	
	
	SSA
	社債（金融）
	社債（非金融）
	証券化商品

	
	ネガティブ/ 排他的スクリーニング
	
	
	
	

	
	ポジティブ/
業界最高のスクリーニング
	
	
	
	

	
	基準に基づく
スクリーニング
	
	
	
	

	FI 04.2
	組織内でアクティブ運用している債券に適用するスクリーニングのアプローチを記載してください。

	
	

	FI 04.3
	補足情報 [任意]

	
	



	FI 04
	説明

	FI 04.1
	この指標は、スクリーニング方法の適用条件の詳細を説明するためのものです。 

	FI 04.2
	スクリーニング基準の設定方法、基準が見直される頻度、基準の変更を顧客や受益者に通知する方法について詳しく説明してください。

	ロジック

	FI 04
	[FI 04] は、[FI 01.1] で債券投資に関するESG組み入れ戦略の一部としてスクリーニングを報告した場合、適用されます。
[FI 04.1] は、ゲートウェイ指標です。






	FI 04
	定義

	ネガティブ/ 排他的スクリーニング
	特定のESG基準に基づき、特定セクター、発行体または実務をファンドまたはポートフォリオから除外する。この除外は、国際的な基準を満たしていないことに基づいて実施される。 

	ポジティブ/業界最高のスクリーニング 
	業界の比較対象と比較し、すぐれたESG実績により選択したセクター、発行体またはプロジェクトへ投資する。 

	基準に基づく
スクリーニング
	国際的な基準を基に、実務慣行の最低基準に照らし、投資をスクリーニングする。





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 05
	自主開示
	追加評価
	PRI 1




	FI 05
	指標


	FI 05.1
	スクリーニング条件に含まれているESG要因の例を挙げてください。

	
		種類
	ESG要因
	スクリーニング
	スクリーニングの説明

	 SSA
社債（金融）
社債（非金融）
証券化商品
	 E（環境）
社会的
ガバナンス
	ネガティブ/除外
ポジティブ/業界最高
基準に基づく
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	[同上]
	[同上]
	[同上]
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	[同上]
	[同上]
	[同上]
	

	
	
	
	

	
	
	
	




	FI 05.2
	補足情報

	
	




	FI 05
	説明

	FI 05.1
	3つ以上5つ以下の例を挙げることが推奨されています。また、該当する場合、または必要に応じて、1つの例には3つの異なる例を含めることができます。
これらの例ではできる限り、ESG問題がスクリーニング基準（ネガティブ/排他的スクリーニング、ポジティブ/業界最高のスクリーニング、基準に基づくスクリーニング）としてどのように使用されるかを明確に説明する必要があります。
組織によっては、これらの例で異なるESG問題または異なるセクターに注目する、あるいは異なる投資決定（除外、購入、売却、保有、オーバーウェイト、アンダーウェイト）を下しているかもしれません。

	ロジック

	FI 05
	[FI 05] は、組織が[FI 01.1]で債券に関連してESGスクリーニングを適用すると報告した場合、適用されます。


	評価

	FI 05
	最大スコア: ★3つ
この指標は、 [05.1]への回答に基づいて評価されます。
この指標は、資産クラスごとに提供された例の数ではなく、資産クラスごとの例に含められたESG要因に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	事例－なし
	
	

	
	ESG要因において二つ選択 
	★
	ESG要因の数は、資産クラスごとに提供されたすべての例全体でカウントされます。選択の組み合わせとしては、2つの異なるESG要因（EとS、SとG、またはEとG）を含めなければなりません。 

	
	ESG要因において三つ選択
	★★★
	ESG要因の数は、資産クラスごとに提供されたすべての例全体でカウントされます。選択の組み合わせとしては、3つの異なるESG要因（EとSとG）をすべて含めなければなりません。







	
	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 06
	必須
	コア評価 
	PRI 1



	FI 06
	指標

	FI 06.1

	債券投資においてファンドスクリーニングの基準に違反がないことを確認するために組織が使用しているシステムを記載してください。

	
	ネガティブ/排他的スクリーニング
	· 発行体がスクリーニング基準を満たしているか分析する。 
· スクリーニング基準で使用するデータを、少なくとも年1回必ず更新する。
· 自動ITシステムが、スクリーニング基準を満たさない除外対象の発行体や債券へのポートフォリオマネージャーによる投資を防止する。 
· 組織内の監査機能またはコンプライアンスチェック機能により、ファンド保有銘柄の監査が毎年行われる。
· その他（具体的に記載してください）______________ 
· 上記のいずれでもない　

	
	ポジティブ/業界最高のスクリーニング

	· 発行体がスクリーニング基準を満たしているか分析する。 
· スクリーニング基準で使用するデータを、少なくとも年1回必ず更新する。
· 自動ITシステムが、スクリーニング基準を満たさない除外対象の発行体や債券へのポートフォリオマネージャーによる投資を防止する。 
· 組織内の監査機能またはコンプライアンスチェック機能により、ファンド保有銘柄の監査が毎年行われる。
· その他（具体的に記載してください）______________ 
· 上記のいずれでもない　

	
	基準に基づくスクリーニング
	· 発行体がスクリーニング基準を満たしているか分析する。 
· スクリーニング基準で使用するデータを、少なくとも年1回必ず更新する。
· 自動ITシステムが、スクリーニング基準を満たさない除外対象の発行体や債券へのポートフォリオマネージャーによる投資を防止する。 
· 組織内の監査機能またはコンプライアンスチェック機能により、ファンド保有銘柄の監査が毎年行われる。
· その他（具体的に記載してください）______________ 
· 上記のいずれでもない　


	FI 06.2
	補足情報
[任意]

	
	



	FI 06
	説明


	FI 06.1
	ファンドのスクリーニング基準に対する違反とは、除外されるべきであった債券が購入される、またはファンドに残っていることを指します。
補足説明については、別の文書の「報告フレームワーク: 概要とガイダンス」を参照してください。

	FI 06.2
	スクリーニング基準の確認方法、違反を発生させないためのプロセスについてさらに詳しく説明できます。このようなプロセスがない場合は、この指標を使用してその理由を示すことができます。

	ロジック

	FI 06
	[FI 06]は、[FI 04.1]で組織が債券に関連してESGスクリーニングを適用すると報告した場合、適用されます。
ポジティブ、ネガティブまたは基準ベースのスクリーニングのセクションは、[FI 04.1]での回答に基づいて適用されます。


	評価

	FI 06
	最高スコア: ★3つ
この指標は、[06.1]への回答に基づいて評価されます。


	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「上記のいずれでもない」
	
	

	
	二つ選択
	★
	

	
	三つ選択
	★★
	

	
	四つ以上選択
	★★★
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	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 07
	報告義務
自主開示 
	　説明
	　PRI 1



	FI 07
	指標

	FI 07.1
	テーマ投資の割合を示してください。

	
	 環境目標に連動するグリーン／SDG債
	[image: ]%

	
	 社会的目標に連動する社会貢献／SDG債
	[image: ]%

	
	 サステナビリティ／SDG債（複数のSDGカテゴリに連動するグリーンと社会貢献の組み合わせ）
	[image: ]%

	
	 その他 ________
	[image: ]%

	
	

	FI 07.2

	テーマ債券投資に対する組織のアプローチについて説明してください。

	
	

	FI 07.3
	補足情報 
[任意]

	
	






	FI 07
	説明

	FI 07.1
	国際資本市場協会（International Capital Markets Association: ICMA）は、グリーン債を「（前略）気候変動、天然資源の枯渇、生物多様性の喪失、大気・水質・土壌汚染など、環境問題の主要な領域に対応することを目的として、（中略）新規もしくは既存の適格なグリーンプロジェクトの一部もしくは全額の資金調達または資金補充にのみ収益を充当するあらゆる種類の債券」と定義しています。
ICMAは、社会貢献債を「（前略）特定の社会問題への対処もしくはその軽減を促進するため、または、有益な社会的結果（特に、目標母集団を対象とするが、これに限定されるものではない）の達成を図るため、（中略）新規もしくは既存の適格な社会貢献プロジェクトの一部もしくは全額の資金調達または資金補充にのみ収益を充当するあらゆる種類の債券」と定義しています。
ICMAは、サステナビリティ債を「（前略）グリーンプロジェクトと社会貢献プロジェクトの両方を組み合わせたプロジェクトの資金調達または資金補充にのみ収益を充当するあらゆる種類の債券」と定義しています。また、グローバル資本市場内での投資とSDGSを実現しようとする動きの高まりを受けて、ICMAは2018年に、その年次更新の一部として持続可能な発展目標に対する高レベル・マッピングを公表しました。これは、債券市場参加者がそれによって所定のグリーン、社会的またはサステナビリティ債／持続的発展目標（SDG）に対する債券プログラムの財務的な目標を評価することができる広範な基準の枠組みを提供することを目指すものです。
気候ボンドイニシアチブ（Climate Bonds Initiative: CBI）は、気候債を「気候問題の対処に必要なプロジェクトの資金調達（または資金補充）に用いられる（債券）」と定義しています。 これらは、ウインドファーム（風力発電地帯）、太陽光発電所および水力発電所から、 鉄道輸送および海水位上昇の脅威に晒されている都市における防潮堤の建設にまで及びます。実際には、これらの債券のごく一部のみが発行体によって「グリーン債」または「気候債」と呼ばれています。

	FI 07.3
	この指標は、組織のテーマ投資に対するアプローチ全般を説明する機会を与えるものです。これには、以下の検討項目が含まれることがあります。
· 投資における以下の特定のESGテーマに対する動機
· これらのテーマに対する定義または範囲
· これらのテーマの適用がセクターごと、または地理的地域ごとに異なるか
· ESG影響、財務的影響またはその両方に投資するか
投資プロセスにおいて考慮するその他の要因、テーマ要素が全体的なプロセスにどのように関係するか（例：投資に関して考慮すべき、すべての発行体が満たさなくてはならない最低要件) 

	ロジック

	FI 07
	[FI 07] は、 組織が[FI 01.1]でテーマ投資を報告したと報告した場合、適用されます。





		
	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 08
	必須 
	コア評価 
	PRI 1



	FI 08
	指標


	FI 08.1
	グリーン債原則に従ったテーマ債券の発行に関連する透明性や開示を奨励しているかどうか示してください。社会貢献債原則またはサステナビリティ債ガイドライン。

	
	· テーマ債券の収益を、環境または社会的に貢献するプロジェクトにのみ配分するように義務付けている
· 発行体（または第三者の保険者）が、テーマ債券収益の配分先であるプロジェクトの適格性を判断するプロセスを実証するよう義務付けている
· 発行体が、全ファンドが配分されるまで、テーマ債券収益を適格プロジェクトに配分するための体系的で透明性の高いプロセスを実証するよう義務付けている
· 収益の配分先であるプロジェクトについて、少なくとも1年に1回は発行体による報告（当該プロジェクトの説明を含む）を義務付けている
· その他（具体的に記載してください） ＿＿＿
· 上記のいずれでもない　

	FI 08.2
	発行体が提供文書の記載に従って、債券収益を配分していないときに取るべき対応策を説明してください。

	
	

	FI 08.3
	補足情報 
[任意]

	
	



	FI 08
	説明


	FI 08
	発行体に対する要件は、発行体が特定の要求を満たせる場合のみ適用されます。
発行体が要求を満たせない場合には、選択肢にチェックマークを入れないでください。

	ロジック

	FI 08
	[FI 08] は、組織が [FI 01.1] でテーマ投資を報告した場合、適用されます。

	評価

	FI 08
	最高スコア: ★3つ
この指標は、[08.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「上記のいずれでもない」
	
	

	
	一つを選択
	★
	

	
	二つを選択
	★★
	

	
	三つ以上を選択
	★★★
	



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 09
	必須 
	追加評価
	PRI 1



	FI 09
	指標


	FI 09.1
	組織のテーマ投資の環境的または社会的影響を評価する方法を示してください。

	
	· テーマ投資による特定の環境的または社会的影響について、少なくとも1年に1回、発行体による報告を義務付けている 
· 組織の投資についての環境的または社会的影響に対して独立した監査を実施する
· 環境的または社会的影響を評価できる独自のシステムがある
· 二酸化炭素排出量や人権といった特定のESG要因に対する、テーマ債券投資の影響を測定する
· その他（具体的に記載してください） ------
· 上記のいずれでもない

	FI 09.2
	補足情報 
[任意]

	
	




	FI 09
	説明


	FI 09.1
	発行体に対する要件は、発行体が特定の要求を満たせる場合のみ適用されます。発行体が要求を満たせない場合には、選択肢にチェックマークを入れないでください。

	ロジック

	FI 09
	[FI 09] は、組織が [FI 01.1] でテーマ投資を報告した場合、適用されます。

	評価

	FI 09
	最大スコア: ★3つ
この指標は、[09.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「上記のいずれでもない」
	
	

	
	一つを選択
	★
	

	
	二つを選択
	★★
	

	
	三つ以上を選択
	★★★
	




	
[image: Macintosh HD:Work:PRI:PRI Chevrons for Word:PRI_Chevron_Orange.png]
	実施プロセス
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	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 10
	必須

	説明
	PRI 1



	FI 10
	指標


	FI 10.1
	ESGを従来の財務分析に統合するアプローチを説明してください。

	
	

	FI 10.2
	投資する債券の各種類に対してESG統合アプローチをどのように調整するのか説明してください。

	
		SSA
	

	社債（金融）
	

	社債（非金融）
	

	証券化商品
	




	FI 10.3
	補足情報 
[任意]

	
	



	FI 10
	説明


	FI 10.1
	この指標は、ESG要因を統合する動機、各種債券に対するアプローチの調整方法（広範囲）、投資専門家とRI/ESGスタッフとの連携方法、このアプローチの有効期間、適用される債券資産合計の割合などを説明する機会を提供するものです。 
PRI報告フレームワークの目的上、ESG統合には、ネガティブ、ポジティブまたは基準ベースのスクリーニング、テーマ投資エンゲージメントまたは広義のESG組み込みに分類されるエンゲージメントは含まれません。

	FI 10.2
	発行体のタイプ別に見た、ESG要因、その他要素の調査プロセス、基準、加重の差異を説明できます。









	
	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 11
	必須

	コア評価
	PRI 1



	FI 11
	指標

	FI 11.1
	ESG情報が、通常、投資プロセスの一部としてどのように使用されるのか記載してください。

	
	
	SSA
	社債
（金融）
	社債
（非金融）
	証券化
商品

	
	ESG分析をファンダメンタル分析に組み込んでいる
	
	
	
	

	
	ESG分析が発行体の内部信用評価を調整するために利用される
	
	
	
	

	
	ESG分析が予想財務業績および将来キャッシュフロー予測を調整するために利用される 
	
	
	
	

	
	ESG分析が発行体の同業グループと比較したランキングに影響する
	
	
	
	

	
	発行体のESG債スプレッドおよび同セクター企業に対するその相対価値が、すべてのリスクが織り込まれているか否かを把握するために分析される
	
	
	
	

	
	各種デュレーション／満期の発行体債券へのESG分析の影響が分析される。
	
	
	
	

	
	感度分析およびシナリオ分析が、ベースケースとESG組み込み証券評価の差を比較する評価モデルに適用される
	
	
	
	

	
	ESG分析が、ポートフォリオのウェイティング決定に組み込まれている 
	
	
	
	

	
	会社、セクター、国、通貨が、ESGエクスポージャーの変化およびリスク制限の違反についてモニタリングされる
	
	
	
	

	
	ESGリスクが大きい証券についてポートフォリオのESGプロファイルが検討され、ベンチマークのESGプロファイルと比較して評価される
	
	
	
	

	
	その他（具体的に記載してください）  _____________  
	
	
	
	

	FI 11.2
	補足情報
[任意]

	
	





	FI 11
	説明

	FI 11.1
	すべての債券資産における組織の債券決定にESG分析を組み込むために取られているアプローチを記載してください。「その他」を示した場合は、PRIにおけるESG統合の定義「ESG要因を投資分析および投資判断に明確かつ体系的に組み込むこと」の範囲に収まる説明を行ってください。
選択肢の詳細については、CFAIおよびPRIの『ESG組み込みの指針およびケーススタディ－株式および債券』をご覧ください。


	ロジック

	FI 11
	[FI 11] は、[FI 01.1]で債券投資に関連してESG統合戦略を報告した場合、適用されます。


	評価

	FI 11
	最大スコア: ★3つ
この指標は、[11.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標スコアリング手法

	
	選択された回答
	スコア・レベル 
	詳細

	
	選択なし
	
	「その他」は評価において選択肢としてカウントされません。

	
	一つ選択
	
	「その他」は評価において選択肢としてカウントされません。

	
	三つ選択
	
	「その他」は評価において選択肢としてカウントされません。

	
	五つ選択
	
	「その他」は評価において選択肢としてカウントされません。




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 12
	必須

	追加評価
	PRI 1



	FI 12
	指標

	FI 12.1
	組織の統合プロセスでESG問題をどのように検討するか示してください。

	
	
	SSA
	社債（金融）
	社債（非金融）
	証券化商品

	
	E（環境）
	 体系的
 適宜 
 全くない
	 体系的
 適宜 
 全くない 
	 体系的
 適宜 
 全くない
	 体系的
 適宜 
 全くない

	
	S（社会）
	 体系的
 適宜 
 全くない
	 体系的
 適宜 
 全くない 
	 体系的
 適宜 
 全くない
	 体系的
 適宜 
 全くない

	
	G（ガバナンス）
	 体系的
 適宜 
 全くない
	 体系的
 適宜 
 全くない 
	 体系的
 適宜 
 全くない
	 体系的
 適宜 
 全くない

	FI 12.2
	組織の統合プロセスでE/S/G要因を検討する方法を詳しく説明してください。 

	
		　発行体
	　説明 

	SSA
	

	社債（金融） 
	

	社債（非金融）
	

	証券化商品
	




	FI 12.3
	補足情報
[任意]

	
	






	FI 12
	説明

	FI 12.1
	この指標は、さまざまなタイプのESG要因の分析を調査および統合するかどうかを示すためのものです。
ESG要因は企業、セクター、市場によって関連性や重要性が異なります。この指標は関連性や重要性に対する組織の最終判断ではなく、調査および統合プロセスの範囲に関連するものです。
体系的なプロセスでは、異なるセクター、市場、戦略、問題のESG要因の関連性を検討します。適宜見直しとは、通常その場限りのものであり 一部の運用会社が適用している場合もありますが、適用していない運用会社もあったり、あるいは一部の地域、市場またはチームのみに適用されたりしています。 
「体系的」と「適宜」という用語の補足説明については、別の報告フレームワークの概要とガイダンス文書を参照してください。

	FI 12.2
	この指標は、[12.1]で示した、さまざまなタイプの発行体に対する意思決定へのESG分析の組み込みについて、その補足情報と事例を示すためのものです。

	ロジック

	FI 12
	[FI 12] は、[FI 01.1]で組織が債券投資に関連してESG統合戦略を適用すると報告した場合、適用されます。

	評価

	FI 12
	最大スコア: ★3つ
この指標は、[12.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	三つのオプション全てで「全くない」
	
	

	
	一つまたは二つのESG問題を適宜検討
	★
	

	
	三つのESG問題を適宜検討、または
一つまたは二つのESG問題を体系的に検討
	★★
	

	
	三つのESG問題を体系的に検討
	★★★
	


	





	セクション	

	[bookmark: _Toc435005954][bookmark: _Toc527099106]パッシブ運用債券



 
	
	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 13
	自主開示 
	説明 
	PRI 1



	FI 13
	指標

	FI 13.1
	パッシブ運用されている債券資産に対する組織のRIアプローチを説明してください。 

	
	



	FI 13
	説明

	FI 13.1
	パッシブ運用投資に対するESG問題の検討方法についての詳細を示すことが推奨されています。 

	ロジック

	FI 13
	[FI 13] は、「組織概要」モジュール[OO FI 01]でパッシブ債券投資を保有していると報告した場合、適用されます。




	セクション

	[bookmark: _Toc435005955][bookmark: _Toc527099107]アクティブ運用債券 – エンゲージメント 



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 14
	報告義務
自主開示 
	コア評価 
	PRI 2



	FI 14
	指標


	FI 14.1
	組織の債券資産に対するエンゲージメントを行っているかどうかを示してください。株主の範囲内で実行しているエンゲージメントは除外してください。

	
	資産の割合 
	SSA
	社債（金融）
	社債（非金融）
	証券化商品

	
	50%超 
	
	
	
	

	
	26～50%
	
	
	
	

	
	5～25%
	
	
	
	

	
	0%超5%未満
	
	
	
	


	FI 14.2
	エンゲージメントを実施する動機を示してください。

	
	 
	SSA
	社債（金融）
	社債（非金融）
	証券化商品

	
	ESG戦略および／または管理について理解するため
	
	
	
	

	
	ESG開示を改善／増加させるため
	
	
	
	

	
	発行体のやり方に影響を及ぼすため（または影響を及ぼす必要性を確認するため）
	
	
	
	


	FI 14.3
	補足情報 
[任意]

	
	


	






	FI 14
	説明

	FI 14.1
	この指標は、運用する債券投資のアクティブな財産管理範囲を実証する機会になります。

	FI 14.2
	エンゲージメントとは、ESG問題についての投資家と現在の投資先または投資先候補（企業、政府、地方自治体など）の間のやりとりを指します。エンゲージメントはESGの実務に対して影響する（または影響する必要を特定する）、あるいはESGに関する情報開示を改善するために行われます。情報収集のためのやりとりは、エンゲージメントに含まれません。   

	ロジック

	FI 14
	[FI 14] は、「債券 –エンゲージメント」行の下にある「組織概要」モジュール [OO 10.1] で、「スタッフ、協働またはサービスプロバイダーにより、ESG問題について企業とのエンゲージメントを行っている」と報告した場合、適用されます。

	評価

	FI 14
	最大スコア: ★3つ 
この指標は、[14.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選定された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「エンゲージメントは行っていない」、または 
「0%超5%未満」
	
	FI — SSAについては対象外

	
	「5-25%」
	★
	FI — SSAについては対象外

	
	「26-50%」
	★★
	FI — SSAについては対象外

	
	「50%超」
	★★★
	FI — SSAについては対象外








	
	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 15
	報告義務
自主開示
	追加評価
	PRI 1、2



	　FI 15
	　指標

	FI 15.1
	債券投資家として、または債券投資家と上場株式投資家の両方として、発行体に対して通常実施しているエンゲージメントの方法を示してください。（債券保有者と株主の両方であっても、上場株式投資家としてのみ実施しているエンゲージメントは含めないでください。）


	
	　エンゲージメントのタイプ 
	　SSA
	社債（金融）
	社債　　　（非金融）
	証券化商品

	
	個人/社員によるエンゲージメント 
	
	
	
	

	
	協働エンゲージメント 
	
	
	
	

	
	サービスプロバイダーによるエンゲージメント
	

	

	

	



	FI 15.2
	　発行体とのエンゲージメントの優先順位付け方法を示してください。

	
	
	SSA
	社債（金融）
	社債（非金融）
	　証券化商品

	
	保有高の規模
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	発行体の信用力
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	保有期間
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	ESGに関する透明性の質
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	特定の市場および／またはセクター
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	特定のESGテーマ
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	ESGベンチマークの最低ランクの発行体
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	ESGベンチマークの最高ランクの発行体
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	顧客や受益者からの情報に基づく投資家にとって優先すると見なされる特定の問題
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	その他（具体的に説明してください） _____
	· 
	· 
	· 
	· 

	FI 15.3
	発行体とのエンゲージメントを実施するタイミングを示してください。

	
	投資前に実施する 
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	投資後に実施する
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	特定のESGリスクおよび／または機会を予想して率先して実施する
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	発行体にすでに影響を及ぼしているESG問題に対応して実施する
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	ESG関連の投資引揚げの前に実施する 
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	その他（具体的に説明してください） _____
	· 
	· 
	· 
	· 

	FI 15.4
	発行体とのエンゲージメントを実施する方法を示してください。

	
	特定の債券発行またはその発行体に影響を及ぼしているESGリスクおよび機会について実施する
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	発行体が属する全業界または地域に影響を及ぼすESGリスクおよび機会について実施する
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	発行体および業界のESGテーマ（例えば、人権）について実施する
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	その他（具体的に説明してください） _____
	· 
	· 
	· 
	· 

	FI 15.5
	エンゲージメントを通して収集された情報・知見を、組織がどのようにして投資に関する意思決定プロセスに反映させるかを示してください。

	
	定期的なチーム間の会議およびプレゼンテーションを実施する
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	ESGおよび投資チームがアクセスできるプラットフォーム上でエンゲージメントのデータを共有する
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	ESGおよび投資チームがエンゲージメントの会議およびロードショーに参加することを奨励する
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	エンゲージメントについての対話をポートフォリオ・マネージャー／クレジット・アナリストに委任する
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	エンゲージメント・プログラムを規定、エンゲージメントに関する決定をするときにポートフォリオ・マネージャーを関与させる
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	エンゲージメントの相互作用の水準および結果に基づいてポートフォリオの保有をリバランスする仕組みを確立する
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	アクティブ・オーナーシップを潜在的な将来投資を評価する仕組みとして検討する
	· 
	· 
	· 
	· 



	
	その他（具体的に説明してください） _____  
	· 
	· 
	· 
	· 

	
	エンゲージメントを通して収集された情報・知見を、投資に関する意思決定プロセスに反映させていない
	· 
	· 
	· 
	· 

	FI 15.6
	補足情報
[任意]

	
	




	FI 15
	説明

	FI 15.2
	この指標は、組織がどのようにエンゲージメントを優先させるかを説明することができます。
選択肢の詳細については、PRIの『債券投資家についてのESGエンゲージメント－リスク管理、リターン強化』をご覧ください

	FI 15.3
	エンゲージメントのケースは通常、以下の2つのカテゴリに分類されます。
■ プロアクティブ：
投資家が潜在的に重大なESG問題およびメガトレンドに関するその分析に基づいて中長期の問題を管理するために、優先する会社との対話を求める場合
■ リアクティブ：
投資家が、財務および／または風評被害のリスクをもたらす格下げ、論争またはスキャンダルに関して会社との対話を開始する場合
エンゲージメントのタイミングは戦略的に決定する事項です。債券所有者の発行体に対する影響は発行ライフサイクルを通して変化します。
選択肢の詳細については、PRIの『債券投資家についてのESGエンゲージメント－リスク管理、リターン強化』をご覧ください。

	FI 15.4
	大まかに言って、ESG要因は、様々なレベルでその債券のパフォーマンスに影響を与えることがあります。
■ 発行体/企業レベル
これらは市場全体ではなく、特定の債券銘柄またはその発行体に影響を与えるリスクです。通常、発行体のガバナンス、発行体の規制遵守、発行体のバランスシートの健全性、法人レベルでのブランドの評判といった要因に関係しています。例えば、自動車メーカー、フォルクスワーゲンの社債の利回りは、2015年の排ガススキャンダルの影響で上昇し、長期にわたって高止まりしました。
■ 業界/地理的レベル
これらのリスクは、当該発行体が属する業界または地域全体に影響を与える、広範囲の問題から生じます。規制要因、当該企業が関わっている事業活動に関連する技術的な変更、または当該企業の調達元もしくは販売先である市場に関係していることもあります。例えば、公益事業は相対的に、財務よりも気候変動リスクにさらされています。
■ テーマレベルエンゲージメント
これは、業種を超えた、1つの問題に対するテーマエンゲージメントを指します。
選択肢の詳細については、PRIの『債券投資家についてのESGエンゲージメント－リスク管理、リターン強化』をご覧ください。

	FI 15.5
	重要な内部機能（リスク、信用、責任投資、コーポレートガバナンス、株式チーム等）を、所見が投資判断に組み込まれるようにするために、エンゲージメントの進捗および結果に基づいて最新のものにすることがベストプラクティスと考えられます。
選択肢の詳細については、PRIの『債券投資家についてのESGエンゲージメント－リスク管理、リターン強化』をご覧ください。

	ロジック

	FI 15
	[FI 15]は、「債券 –エンゲージメント」行の下にある「組織概要」モジュール [OO 10.1] で、「スタッフ、協働またはサービスプロバイダーにより、ESG問題について企業とのエンゲージメントを行っている」と報告した場合、適用されます。

	評価

	FI 15
	最大スコア: ★3つ
この指標は、[15.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	FI 15.1において「エンゲージメントは行っていない」
	
	「その他」は、選択肢の一つとしてカウントしません。
FI — SSAについては対象外

	
	FI 15.2, 15.3, 15.5おいて一つ選択
	★
	「その他」は、選択肢の一つとしてカウントしません。
FI — SSAについては対象外

	
	FI 15.2において一つ, 15.3, 15.5において少なくとも二つ選択
	★★
	「その他」は、選択肢の一つとしてカウントしません。
FI — SSAについては対象外

	
	FI 15.2において一つ, 15.3, 15.5から少なくとも三つ選択
	★★★
	「その他」は、選択肢の一つとしてカウントしません。
FI — SSAについては対象外











	
	指標のステータス
	目的
	原則

	　FI 16
	　報告義務
　自主開示

	
　追加評価
	
　PRI 1、2



	FI 16
	指標

	FI 16.1
	組織の公開ポリシー文書に、債券エンゲージメントが、他の資産クラスに関連するエンゲージメントと分離して明示的に言及されているかどうか示してください。

	
		 はい
	 いいえ




	FI 16.2
	 債券エンゲージメントポリシー文書のURLを記載してください。

	
	[任意]

	FI 16.3
	補足情報 
[任意]

	
	



	FI 16
	説明

	ロジック

	FI 16
	[FI 16] は、「債券 –エンゲージメント」行の下にある「組織概要」モジュール [OO 10.1] で、「スタッフ、協働またはサービスプロバイダーにより、ESG問題について企業とのエンゲージメントを行っている」と報告した場合、適用されます。




	評価

	FI 16
	最大スコア:　★３つ
この指標は、[16.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「いいえ」
	
	FI – SSAについては対象外

	
	「はい」
	★★★
	FI – SSAについては対象外










	　セクション

	[bookmark: _Toc435005956][bookmark: _Toc527099108]　成果および結果 


	
	
	指標のステータス

	目的
	原則

	　FI 17
	　報告義務
　自主開示

	　追加評価
	　一般 



	FI 17
	指標


	FI 17.1







	債券におけるESG分析の組み入れが投資結果や実績に与えている影響を組織が測定するのかどうかを明示してください。 
	
	SSA
	社債
（金融）
	社債
（非金融）
	証券化商品

	ESGの組み込みがポートフォリオ・リスクに影響を与えているかどうかを測定している
	
	
	
	

	ESGの組み入れがポートフォリオのリターンに影響しているかどうかを測定している
	
	
	
	

	ESG実績／ポートフォリオのプロファイル（ベンチマーク対比）を測定する
	
	
	
	

	上記のいずれでもない
	
	
	
	




	FI 17.2
	債券におけるESG分析の組み入れが投資結果やESG実績に与えている影響を、組織がどのように測定するのか説明してください。
[任意]

	
	

	FI 17.3
	補足情報 
[任意]

	
	






	FI 17
	説明

	FI 17.1
	この指標の目的は、ESG問題の考慮および管理が評判、リターン、リスクまたはESG実績に与えるプラスおよびマイナスの影響を測定しているかどうかを捕捉することです。この指標で、ESG組み入れがポートフォリオの設計や構築にどのように影響しているか示すことができます（例：特定のセクター、地域、除外、ポジティブスクリーニング関連、ESGの分析/統合/エンゲージメントの結果）。

	FI 17.2
	財務リターン、リスクやESG実績にESG問題が与える影響をどのように測定しているか説明してください。 

	ロジック

	FI 17
	[FI 17]は、[FI 01.1] でアクティブ運用している債券の一部にスクリーニング、テーマまたは統合戦略が適用されていると報告した場合、適用されます。[OO FI 01] で債券投資がパッシブ運用されると報告した場合にも適用されます。

	評価

	FI 17
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[17.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「上記のいずれでもない」
	
	

	
	一つを選択
	★
	

	
	二つを選択
	★★
	

	
	三つ以上を選択
	★★★
	







	
	指標のステータス
	目的
	原則

	FI 18
	自主開示 
	説明
	PRI 1、2



	
	FI 18
	指標

	FI 18.1
	ESG分析の組み入れや発行体のエンゲージメントが、報告年度中に組織の債券投資結果に与えている影響例を示してください。

	
	　債券のタイプ
	　ESG問題および説明
	　適用したRI戦略
	投資決定やパフォーマンスへの影響

	
	· SSA
· 社債（金融）
· 社債（非金融）
· 証券化商品
（ドロップダウン）
	
	· スクリーニング
· テーマ
· 統合
· エンゲージメント 
· パッシブ運用ファンドにおけるESG組み入れ
（ドロップダウン）
	

	
	
	
	[同上]
	

	
	
	
	[同上]
	

	
	
	
	[同上]
	

	
	
	
	[同上]
	

	FI 18.2
	補足情報
[任意]

	
	






	FI 18
	説明

	FI 18
	少なくとも3つ、最大で5つの例を挙げることが推奨されています。RI戦略が投資決定や投資結果に影響している各ケースを明確に示す事例を挙げてください。
組織により、異なるESG問題、異なるセクターが例の中心になり、異なる投資決定が行われるかもしれません（例：除外、購入、売却、保有、オーバーウェイト、アンダーウェイト）。さらに次のような詳細も含めることができます。
· ESG問題および説明 – 企業名を公表することは求められていませんが、その代わりに英国の銀行、中国の小売業者などの形で言及することは可能です。
· 投資見解または業績への影響 - これには、影響を受けたポートフォリオ内の保有銘柄の数、セクターが含まれます。
· 組織の戦略がファンドのリスクまたはボラティリティを軽減している、またはファンドのESG実績全体を押し上げていると考えている場合は、これを示すことができます。

	ロジック

	FI 18
	[FI 18] は、[FI 01.1] でアクティブ運用している債券の一部にスクリーニング、テーマまたは統合戦略が適用されていると報告した場合、適用されます。これは、[OO FI 01] で債券投資がパッシブ運用されると報告した場合にも適用されます。
「どの戦略を分析しましたか？」のフィールドの選択肢は、アクティブ戦略（ESG組み入れ戦略のスクリーニング、テーマ、統合または組み合わせ）に関する[FI 01.1] での回答に応じて、適用されます。
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